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Ⅰ

Ⅱ

項　　　　　目

電気設備工事特記仕様書
工　事　概　要
1.
2.

3.
建　物　名　称
工　　　　　種
構　　　　　造
階　　　　　数

建築基準法による

消防法施行令別表第一の区分
電気室　改修面積（㎡）

備　　　　　考

4.

工事種目

○
○
○
●
○
○

○
○

○

○
●

5.

6.
（第1編1.1.2）、[第1編1.1.2]

工事仕様
1.
（１）独立行政法人国立青少年教育振興機構発注工事請負契約規則第二章第19条の工事請負契約基準、
　　　現場説明書、図面１３枚及び本特記仕様書１枚によるほか、●印の付いたものを適用する。
●
●
●
●
●
●

（２）機械設備工事及び建築工事を本工事に含む場合は、機械設備工事及び建築工事はそれぞれの
　　　特記仕様書を適用する。

2.
（１）本特記仕様書の表記
　　１）　項目及び特記事項は、●印の付いたものを適用する。
　　２）　項目に記載の（第　編　.　.　）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　　３）　項目に記載の［第　編　.　.　］内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
　　４）　項目に記載の <第　編　.　.　> 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

○

●

○

工事場所
完成期限

建物概要

工事種目（●印の付いたものが対象工事種目）

電灯設備
動力設備
電気自動車用充電設備
電熱設備
雷保護設備
受変電設備
電力貯蔵設備
発電設備
構内情報通信網設備
構内交換設備
情報表示設備
映像・音響設備
拡声設備
誘導支援設備

火災報知設備
中央監視制御設備
構内配電線路
構内通信線路
発生材処理

指定部分

概成工期

共通仕様

公共建築工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）（以下「標準仕様書」という。）
公共建築改修工事標準仕様書（電気設備工事編）（平成31年版）（以下「改修標準仕様書」という。）
公共建築設備工事標準図（電気設備工事編）（平成31年版）（以下「標準図」という。）
文部科学省電気設備工事標準仕様書（特記基準）（平成31年版）（以下「文科仕様書」という。）
文部科学省電気設備工事標準図（特記基準）（平成31年版）（以下「文科標準図」という。）
工事写真撮影要領（令和元年7月）

特記仕様

適用区分

電気保安技術者
(第1編1.3.2)
[第1編1.3.2]

施工の条件
(第1編1.3.3)
[第1編1.3.3]

令和

建築面積（㎡)
延べ面積（㎡)

●

特　　　　記　　　　事　　　　項
　建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
　○
　 　　風速（Vo=　　　　　　m/s）
　 　　地表面粗度区分
　○
　 　　建設省告示第1455号における区域　別表（　　　）

　この工事現場に下記のいずれかの電気保安技術者を選任する。
項　　　　目　　　　名

　　

無

無

風圧力

積雪荷重

1.　第３種電気主任技術者以上の資格を有する者
2.　１級電気工事施工管理技士の資格を有する者
3.　第１種電気工事士の資格を有する者
4.　高等学校又はこれと同等以上の教育施設において、電気事業法
　　の規定に基づく主任技術者の資格等に関する省令第７条第１項
　　各号の科目を修めて卒業した者
5.　旧電気工事技術者検定規則による高圧電気工事技術者の検定
　　に合格した者
6.　公益事業局長又は通商産業局長の指定を受けた高圧試験に合
　　格した者
7.　２級電気工事施工管理技士の資格を有する者
8.　第２種電気工事士の資格を有する者
9.　短期大学若しくは高等専門学校又はこれらと同等以上の教育施
　　設の電気工学以外の工学に関する学科において一般電気工学
　　　（実験を含む）に関する科目を修めて卒業した者

３年

電気改修
RC造

地上2階

71.24 ㎡

工　　　事　　　種　　　別

更新一式

一式

○

○

１月

有

有

（ ○

２９日

対象部分（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
指定部分工期
令和

Ⅰ

（

年

○

金曜日）

Ⅱ

月
年

○

日

Ⅲ

月
（

○

日
曜日）

Ⅳ )

電気保安技術者

項　　　　　目

●

●

●

○
　　 
　　

●

●
　　 
　　 
　　

●

発生材の処理等
(第1編1.3.9)
[第1編1.9.1]

環境への配慮
(第1編1.4.1)
[第1編1.4.1]

材料の品質等
(第1編1.4.2)
[第1編1.4.2]

再使用機材
[第1編1.4.3]

機材の検査等
機材の検査に
伴う試験
(第1編1.4.4～5)
[第1編1.4.5～6]

施工調査
[第1編1.5.1～3]

施工の検査等
施工の検査に
伴う試験
施工の立会い等
(第1編1.5.3～5)
[第1編1.6.4～6]

撤去

特　　　　記　　　　事　　　　項
　発生材の処理は、下記による。
　（１）　引渡しを要するもの
　　１）　品 　　名
　　２）　引渡し先
　　３）　集積場所
　　４）　集積方法

　（２）　特別管理産業廃棄物
　　１）　品 　　名
　　２）　処理方法

　（３）　現場において再利用するもの
　　１）　品 　　名
　　２）　使用場所

　（４）　再生資源化するもの
　　１）　品 　　名

　（５）　その他の発生材
　　１）　品 　　名
　　２）　処理方法

　（１）本工事において、「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律（平成12年法律
　　　第100号）」に基づく「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（平成31年２月閣議決
　　　定）」に定める特定調達品目「公共工事」の品目を調達する場合は、判断の基準等を満た
　 　すものとする。

　（２）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共
　　　に、次の①から④を満たすものとする。
　　　①合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、パーティクルボ
　　　　ード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、塗料、
　　　　仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、
　　　　設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。
　　　②接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用
　　　　する。
　　　③接着剤は、可塑性（フタル酸ジ-ｎ-ブチル及びフタル酸ジ-２-エチルヘキシル等を含有しな
　　　　い難揮発性の可塑性を除く）が添加されていない材料を使用する。
　　　④　①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒ
　　　　ド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの
　　 　とする。

　（３）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは次の
　 　　①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料を指す。
　　　①　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ
　　　　ヒド発散建築材料以外の材料
　　　②　建築基準法施行令第２０条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料
　　　③　建築基準法施行令第２０条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料
　　　④　建築基準法施行令第２０条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

　（１）本工事に使用する機材等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び
　　　 性能を有するものとする。

　（２）下表に機材名が記載された製造業者等は、次の①から⑥すべての事項を満たす証明となる
　　 　資料を提出して監督職員の承諾を受ける。ただし、次の①から⑥すべての事項を評価された
　　 　事を示す外部機関が発行する書面を提出し監督職員の承諾を受けた場合は証明となる資料
　 　　等の提出を省略することができる。
　　　①　品質及び性能に関する試験データを整備していること。
　　　②　生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。
　　　③　安定的な供給が可能であること。
　　　④　法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること
　　　⑤　製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
　　　⑥　販売、保守等の営業体制を整えていること。

　監督職員の行う機材の検査及び機材検査に伴う試験は下記による。
機　　材　　名

　　　事前調査
　　　調査項目　（　　　既存資料調査
　　　調査範囲　（　○　図示
　　　調査方法　（　○　図示

　下記の施工部分は監督職員の施工の検査、施工の立会及び施工検査に伴う試験を受けるもの
　とする。

施　　工　　部　　分
停電作業

機　　　材　　　名

撤去後、穴補修を行う

本工事

検　査

検　査

試　験

○
○
○
○

別途

立　会
●

摘　　　　要

試　験 摘　　要

）
）
）
）

項　　　　　目

●

○

●

●

●

○

●

○

●

●

○

○

完成時の
提出図書
(第1編1.7.1～3)
[第1編1.11.1～3]

発生残土の処理
(第1編2.2.1)
[第1編2.3.1]

電源周波数

耐震措置

金属管の塗装
及び仕上げ
(第1編2.7.1)
[第1編2.8.1]

既存躯体への
穿孔
[第1編2.11.1～5]

電気工事士

仮設備工事
[第1編2.14.1～3]

フラッシュ
プレート

機器取付高さ

接地極

他工事又は他工種
との取り合い

電線・ケーブル
等の規格
(第2編1.1.1)
(第6編1.1.1)
[第2編1.2.1]

電線保護物類の
規格
(第2編1.2.1～10)
[第6編1.2.1～3]

特　　　　記　　　　事　　　　項
　工事完成後提出する完成図等の種類及び提出部数は下記による。

名　　　　称

※
※
※
※

○
○

●

　（１）設計用水平地震力
　　機器の重量[ｋＮ]に、設計用標準水平震度を乗じたものとする。
　　なお、特記なき場合は、設計用標準水平震度は、次による。

　（２）設計用鉛直地震力
　　　設計用水平地震力の１／２とし、水平地震力と同時に働くものとする。

　次の露出配管は、塗装を行う。

●

○

○

　仮電源

　仮設備期間

　フラッシュプレートは、図面に特記なき場合、

（

　図面に特記なき場合は、表－１「機器標準取付高さ」による。

　図面に特記なき場合は、表－２「接地極一覧表」による。

　図面に特記なき場合は、工事区分表による。

　電線・ケーブル等の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。
呼　　称

　電線保護物の規格、記号で公共仕様書に定める以外のものは下記による。
呼　　称

●
●
●
●
○
●
●
●
●
●
●

※印は完成図製本と一緒に製本してよい。

埋戻し後の建設発生土は、監督職員が指示する構内の場所に敷均しとする。

５０Ｈｚ

設計用標準水平震度

機　器　種　別

上層階
屋上

及び塔屋

中間階

地階・１階

・上層階とは2～6階建の場合は最上階、7～9階建の場合は上層2階、10～12階建の場合は
　上層3階、13階以上の場合は上層4階とする。
・中間階とは地階、１階を除く各階で上層階に該当しないもの。
・水槽類には燃料小出槽を含む。
・重要機器は次のものを示す。
●
○
○

○
○
屋外に敷設する露出配管で溶融亜鉛メッキ仕上げを使用する場合は付着量300g/㎡
以上とする。

はつり工事及び穿孔作業を行う場合は、下記による。
○
○

完　　成　　図
〃
〃

施　　工　　図
〃

保守点検要領書
機器完成図・説明書
各種試験成績書
官公署等届出書類
負荷設備台帳
工事写真帳

配電盤
交流無停電電源装置
中央監視装置

屋内　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
屋外　（　　　　　　　     　　　　　　　　　）

走査式埋設物調査
放射線透過検査

金属製（ステンレス、新金属を含む）

（
（
（

機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類
機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類
機　　　　　器
防振支持の機器
水　　槽　　類

○
○
○

○

受変電
発電
図示

規　　　　　　　　格

規　　　　　　　　格

６０Ｈｚ

体　　裁　　等
　原図（トレーシングペーパー）
　仮製本（Ａ３版二つ折り）
　製本（Ａ４版　黒表紙　金文字入り）
　原図（トレーシングペーパー）
　仮製本（Ａ３版二つ折り）

　指定書式
● 電子媒体

○
○
○

発電装置（防災用）
交換機

● 有
○

○
重要機器

2.0
2.0
2.0
1.5
1.5
1.5
1.0
1.0
1.5

○

紙媒体（ファイル綴じ）

特定の施設

樹脂製

○

一般機器
1.5
2.0
1.5
1.0
1.5
1.0
0.6
1.0
1.0

無

○

○

）
）
）

）とする。

●
重要機器

1.5
2.0
1.5
1.0
1.5
1.0
0.6
1.0
1.0

直流電源装置
自動火災報知受信機

一般の施設

記　　　　号

記　　　　号

部　数
１部
３部
３部
１部
３部
３部
３部
３部
３部
１部
１部

一般機器
1.0
1.5
1.0
0.6
1.0
0.6
0.4
0.6
0.6

項　　　　　目

●

○

表－１　機器の標準取付高さ
名称

電
力
共
通

電
灯

動
力

雷
保
護

受
変
電

発
電
構
内
交
換

表－２　接地極一覧表
接地の種類

○
○

○
○
○
○
○
○

ケーブルの
端末処理等
(第2編2.1.1)
[第2編2.1.2]

電線の色別
(第2編2.1.3)
(第3編1.1.4)
[第2編2.1.4]

非常照明装置の
照度測定箇所
(第2編2.18.2)
[第2編2.20.2]
特殊場所
<第2編2.1.1～9>

積算計器
引込開閉器

分電盤

スイッチ
スイッチ（多機能トイレ）
コンセント（一般）
コンセント（和室）
コンセント（台上）
コンセント（車椅子用）
ブラケット（一般）
ブラケット（踊場）
ブラケット（鏡上）

壁掛形制御盤
開閉器箱
制御用スイッチ
試験用接続端子箱

接地端子箱

給油口ボックス

端子盤（室内）
集合保安器箱
壁付電話機（一般）

共同接地
共同接地
Ａ種
Ｂ種
Ｃ種
Ｄ種
漏電遮断器回路用
高圧避雷器用
交換装置用
通信用（10Ω）
通信用（100Ω）
電話引込口の保安器

特　　　　記　　　　事　　　　項
　ケーブルの端末処理で、端末処理材を用いて処理する場所は下記による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種 別
施工箇所及びケーブル種別

　ケーブルの分岐処理で、分岐処理材を用いて処理する場所は下記による。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　種　　別
施工箇所及びケーブル種別

　配線及び主回路の導体の色別は、次による。

　　備考
　　（ａ）配電盤類については、次による。

　　　（２）三相回路又は単相３線式回路より分岐する回路は、分岐前の色別による。
　　　（３）三相交流の相は、第１相、第２相、第３相の順に相回転するものとする。
　　（ｂ）屋外架空配線の色別は、本表によらなくてよい。
　　（ｃ）接地線の色別は、監督職員の承諾を受けること。

　　１部屋あたり　

　特殊場所は下記による。
特殊場所の内容

○
○
○
○

○
○
○

○
●

湿気の多い場所
気密性を要する場所
ガス蒸気危険場所
粉じん危険場所
危険物等貯蔵場所
腐食性ガスのある場所
蟻害を受けるおそれのある場所
塩害を受けるおそれのある場所

測点

床上～中心

記号
EA・D
EA・C・D
EA
EB
EC
ED
EELCB
ELH
Et
EAt
EDt
ELt

標準仕様書による。
配線及び主回路の導体の色別は、下記による。

取付高〔mm〕

1,500

接地抵抗
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
5 Ω以下
10Ω以下
100Ω以下
100Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
10Ω以下
100Ω以下
21Ω以下

箇所以上測定し、監督職員に報告する。

接地極の規格・数量

適用する場所

名称

時
計

拡
声

出
退

・

マ
ル
チ
サ
イ
ン

壁掛形親時計
子時計
壁掛形スピーカ
壁付アッテネータ
情報・出退表示盤
壁付発信機
ベル・ブザー・チャイム
壁付押しボタン（一般）

外部受付用インターホン（子機）
壁付インターホン（上記以外）
壁付呼出ボタン（多機能トイレ）
障害者用インターホン（子機）
機器収容箱
テレビ端子・
　直列ユニット（一般）
テレビ端子・
　直列ユニット（和室）
受信機・副受信機連動制御器
機器収容箱
発信機
警報ベル
表示灯
ガス検知器（都市ガス用）

ガス検知器（液化石油ガス）
接地極埋設標

摘　　　　　要

レジンモールド加工

危険場所の種別

測点

床上～中心
床上～中心

床上～中心 1,300

床上～中心
床上～中心

床上～操作部

床上～中心
床上～中心
床上～中心
床上～中心
天井面～中心

地盤上～中心

モールド加工
（工場加工）

危険物の種類

取付高〔mm〕

(天井高)x0.9
1,300

1,800
300

800～1,500
800～1,500
800～1,500
(天井高)x0.9
(天井高)x0.9
(天井面)-200

500

すること。
完成図のＣＡＤデータ（形式：ｵﾘｼﾞﾅﾙ、JWW、DXF、PDF）をCD-R等に収めて２枚提出

● 足場その他
(第1編2.1.1)
[第1編2.2.2]

●
○

別契約の関係受注者が設置したものは無償で使用できる。
本工事で設置する。

　　「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイ
ドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における

　　2の(2)手すり据置き方式又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

内部足場○ （ ○ 　種 ○ 　種） ○ 外部足場 （ ○ 　種 ○ 　種）

　（独立行政法人建築　研究所監修）による。
　設備機器の固定は、次によるほか、「建築設備耐震設計・施工指針2014年版」

穿孔機械を使用し、既存躯体に穿孔する場合は、金属探知により電源供給が停止できる
附属装置等を用いて施工すること。

　基づく有資格者により施工を行う。
　最大電力５００〔ｋＷ〕以上の場合においても、電気工事士法（昭和35年法律第139号）に

電気方式
高
圧

三相３線式

三相３線式
三相４線式
単相２線式
単相３線式
直流２線式

（１）分岐回路の色別
（２）発電回路の第２相
（３）切替回路の２次側
（４）漏電遮断器回路の接地

共通事項
左右・上下及び遠近の別は
、正面から見た状態

第１相

の相色別による色別を施すものとする。
赤
赤

赤　（青）
赤
青

分岐前の色別による。
接地側の電線の色は黄色とする。（無停電回路含む）
規定しない。

般接地線と色別を区別する。
配線（１）～（４）による。
ア）左右の別は、左からとする。

いほうからとする。

第２相

接地側　白
青

接地側　白
青
白

第３相

黒
黒

中性相

白

白

ウ）遠近の別は、近いほうからとし、直流２線式は、遠

専用接地極とした時の接地線は、監督職員と協議し、一

主回路導体は、その端部又は一部に当該地区の電力会社

イ）上下の別は、上からとし、直流２線式は下からとする。

　　　（１）左右、遠近の別は、各回路部分における主となる開閉器の操作側又はこれに準
　　　　　　ずる側から見た状態とし、分電盤類による。

●（

建物別及び屋外

[第1編1.8.1～6] 測定用 E0

分
電
盤
類

誘
導
支
援

テ
レ
ビ

共
同
受
信 床上～中心 300

床上～中心 1,300
床上～中心 900

○
○

○
○

○
○

○
生活関連棟

○
○

○

●

屋内受電盤　6KV CVTｹｰﾌﾞﾙ ｺﾞﾑｽﾄﾚｽｺｰﾝ形 圧着・圧縮方式　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ端末　屋内用

○
○
○

○

自
動
火
災
報
知

屋
外

○

屋内饋電盤　6KV CVTｹｰﾌﾞﾙ ｺﾞﾑｽﾄﾚｽｺｰﾝ形 圧着・圧縮方式　ﾌﾟﾚﾊﾌﾞ端末　屋内用

宮城県栗原市花山字本沢沼山６１－１

低
圧

配
線

○

○

○

生活関係棟

4,324.64 ㎡
(１６)項イ

○

●

●

仮設工事
建具改修工事

一式
更新一式●

●

○

1.本工事は受変電設備更新に伴い、停電工事が発生する、停電工事期間中は仮設発電機を設置
管理業務に対応するものとする。

3.停電工事以外は、居ながら工事となるため、来館者の対応など安全には充分配慮する事。

2.停電作業は事前に作業手順書を作成、施設利用状況など含め、停電時期など管理者と相談、

○

○

●
●
●

●

●

●

●
●

●

国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務
独立行政法人　国立青少年教育振興機構

設計業務名

と　う

国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修工事
独立行政法人　国立青少年教育振興機構

一級建築士登録 第１７５６３７号一級建築士事務所　第２７０１号

高　橋　　智

工事名称

担　当

図面名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任

縮尺

２０２０年　６月

図番

作成年月

A1:S=なし
A3:S=なし

電気設備工事特記仕様書 Ｅ
０１

電気主任技術者に承諾を得る事。



Ｅ
０２

工事場所
宮城県栗原市花山字本沢沼山61-1
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国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修工事
独立行政法人　国立青少年教育振興機構

一級建築士登録 第１７５６３７号一級建築士事務所　第２７０１号

高　橋　　智

工事名称

担　当

図面名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任

縮尺

２０２０年　６月

図番

作成年月

Ｅ
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廊下
(４)

4567

C1

MC1 MC2 MC3

1 2 3

8

C2C3C4

1

2

3

4

5

6

7

9

8

ア イウ

9

ＰＣＴ

エ

ア

管理研修棟・生活関係棟Ｂ１階平面図　A1:1/200

監視室

電気室自家発電機室

監視室

自家発電機室

電気室

電気室ほか平面図　A1:S＝1/100

（電気室・発電機室・中央監視室）

電気室

電気室・中央監視室　平面・断面図　図面リスト　

注記）
1.機器搬出、入路、資材置き場、撤去品仮置き場などは、床や壁など仮設養生を施すこと。
2.仮設計画部は全面ブルーシート上に、合板パネル敷きとする。
3.配電盤などは分割搬入予定、既設盤や備品などの養生は施工者の判断により行う。
4.搬入通路の扉改修など別図（建築図）参照。

SD/15
W:2000*H:2000

凡例：改修電気室

既設撤去保管 今回廃棄する
1.変圧器　3φ75Kva油入　PCB無し
　W：1m　D：600　H:1ｍ
2.進相コンデンサー　50Kvar　15Kg

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

ＶＣＴ(MOF）・ＤＳ盤

記号 名称　記号(姿図､寸法別図)

直流電源盤 　（ＤＣ1）

凡例

改修電気室

機器搬出・入ルート

機器搬出・入口扉

中央監視盤　改修内容E09図参照
　(株)宮城電機 
　'79年8月 W800*D400*H2150　

記号 名　称　

仮設発電機計画書
1.仮設発電機の配置などは、設置時の状況により変更しても良い。
2.仮設発電機は1φ3Ｗ20Ｋva程度の出力とする。
3.対応負荷は管理業務で保安設備、通信設備機器に対応する。
4.仮設ケーブルは床ピットなど使用、電気室既設ｹｰﾌﾞﾙに接続、
　通行や工事に支障の無い様に布設する。
5.仮設電源は、短絡、地絡、に対して保護されるものとし、接地工事も含む。
6.騒音、振動を考慮する、低騒音タイプとする。
7.停電前試運転や搬入、搬出など支障ないよう、経験者に対応させる事。
8.仮設運転に必要な経費（燃料等）は本工事とする。
9.仮設発電機付近には消火器を設置、立入禁止、緊急連絡先などの表示を行う
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4 5

地下１階　電気室　Ａ－Ａ’断面図　　A1:Ｓ＝1／100地下１階　電気室　Ｂ－Ｂ’断面図　　A1:Ｓ＝1／100

Ｂ’Ｂ Ａ

Ａ

Ａ’

A1:S=1/50

A3:S=1/100

国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務
独立行政法人　国立青少年教育振興機構

設計業務名

と　う
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C1C2C3C4

ア
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配線ダクト
A形S(1000×400)
取付図　別図参照

1

2

3

4

5

6

7

8

ア

イ

イ

L-2

L-3
L-1H-3

H-2
H-1

工事概要
1.高圧ケーブル　　更新
2.ダクト一部取外し、再取付（上図参照）
3.既設吊ボルト、フランジボルトなど増し締め確認

ア

123

4567

改修後　電気室　平面詳細図　A1:S=1/50

ＥＰＳ 電気室

電気室

改修後　電気室平面図・断面図　
　　　高圧盤・低圧盤姿図（参考）

直流電源盤 　（ＤＣ1）

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

記号 名称　記号(姿図､寸法別図)

既設配線ダクト　一部取外、再取付（別図参照）
既設 6KV CV14-3C×2　Ｅ38撤去
新設 6KV EM-CET22×2 Ｅ38　

既設　〔(31)×2〕×3
既設 　E14×3撤去　
新設 　EM-IE14×3

キュービクル間　既設配線ダクト外形図 S=1/50

取外し再取付
　部分

取外し再取付
　部分

改修後　高圧配電盤　正面図　A：S=1/30

改修後　低圧配電盤　正面図　A：S=1/30

３φＴｒ　150Kvaﾓｰﾙﾄﾞ
　6.3Kv/210V

1φＴｒ　75Kvaﾓｰﾙﾄﾞ・・2面
　6.3Kv/210V/105V

3φスコットＴｒ　50Kvaﾓｰﾙﾄﾞ
3φ220V/（1φ210V/105V）×2

注記）
1.①引込盤　巾は700を800に変更する。
2.換気方式、位置についてはメーカー仕様による。
3.高圧引込ｹｰﾌﾞﾙ、立上位置確認の事。
4.既設ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの再使用含め、安全確認の上施工社の
　負担において施工する事。

注記）
1.④動力配電盤　巾は1400を1600に変更する。
2.高圧ケーブル、ダクト接続有取合い確認のこと。
3.換気方式、位置についてはメーカー仕様による。
4.既設ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの再使用含め、安全確認の上施工社の
　負担において施工する事。

改修後　低圧配電盤　側面図　A：S=1/30

動力盤上部　ｹｰﾌﾞﾙ更新
電灯　6KV　EM-CET22
動力　6KV　EM-CET22

ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

改修後　高圧配電盤　側面図　A：S=1/30
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凡例
パイプフレーム　GP(32A)
フランジ　壁又は、床に
　２本以上にて固定

部　ｹｰﾌﾞﾙの取外、再取付を行う

CV 100□-2C×2
CV  60□-2C

CVVS 2.0□-6C×12
CVVS  2.0□-4C×2

CV 100□-3C×6
CV  60□-3C×2
CV  38□-3C×5
CV  22□-3C×2
CV  14□-3C×2
CV  55□-3C×2
VVR  2.0□-3C

CV  38□-2C×3
CV  22□-2C
CV  14□-2C
FP  22□-3C
FP  55□-3C
CV  38□-3C

CVVS  2.0□-3C
HP  2.0□-3C

E  38□×2
E  14□×1
CVVS  2.0□-6C

Ｂ

部　ｹｰﾌﾞﾙの取外、再取付を行う

CVVS 2.0□-4C×3
CV 55□-3C
CVVS 2.0□-4C×3

CV 55□-3C

Ｆ

ア

ア

ＶＣＴ

改修前　電気室　平面詳細図　A1:S=1/50

電気室　既設配線ダクト取付図　S=1/50

改修前　断路器・VCT　設置断面図　A1:S=1/50

改修前　断路器・VCT　設置平面図　A1:S=1/50

改修前　電気室　Ｂ１階平面詳細図

蓄電池盤
W700*D600

屋外引込ｹｰﾌﾞﾙから
ケーブル立上げ位置

高圧ケーブル立ち上り
　保護電線管（75）×2

既設配線ダクト　一部取外、再取付（別図参照）
既設 6KV CV14-3C×2　E38 撤去
新設 6KV EM-CET22×2 E38

6KV CV38-3C(露出75)×2

DS/PCTから ﾏﾝﾎｰﾙ内
6KV CV38-3C(75)

直流電源盤 　（ＤＣ1）

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

ＶＣＴ(MOF）・ＤＳ盤

記号 名称　記号(姿図､寸法別図)

中央監視盤　改修内容E09図参照
　(株)宮城電機 
　'79年8月 W800*D400*H2150　

記号 名　称　

6KV　CV38-3C（GP80）

一次側　DSからVCTへ
6KV　CV38-3C（露出75）

1.今回VCTは引込盤内設置のため、電気室ハンドホールから引込盤までの
　高圧ケーブルは再使用、端末処理は更新（やり替え）する。
2.既設露出配管はｷｬｯﾌﾟ取付とする（75）×2。

工事概要
１.受変電盤更新に伴い、低圧ｹｰﾌﾞﾙ、
　　中央監視などｹｰﾌﾞﾙの取外し再取付を行う。
2.既設床ピットの清掃、行先表示札の整理など行う事。
3.不要配線は確認して撤去、処理するものとする。
4.受電点のＤＳ、ＭＯＦ(VCT）は撤去する。
5.今回VCTは引込盤内設置のため、電気室ハンドホールから引込盤までの
　高圧ケーブルは再使用、端末処理は更新（やり替え）する。
6.ピット蓋調整は建築工事とする。
7.ﾌﾚｰﾑﾊﾟｲﾌﾟ撤去後の、床、壁など補修は建築工事とする。

左下改修図参照
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改修前　受変電設備単線結線図 

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

直流電源盤 　（ＤＣ1）

記号 名称　記号

改修前　受変電設備単線結線図 

改修工事
範囲を示す
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図番
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A1:S=1/30
A3:S=1/60

Ｅ
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改修前　受変電　姿図・ﾌﾞﾛｯｸ線図　

制御ケーブル
引込口

高圧ケーブル
引込口
＜受電＞

　MCCB×14
3P400AF×1
2P400AF×2
3P225AF×1　
2P225AF×2
2P100AF×8

　MCCB×5
3P400AF×1
3P225AF×1
3P100AF×3

　MCCB×8
3P225AF×2
3P100AF×5
2P100AF×1

MCCB×24
3P400AF×1
3P225AF×5

 3P100AF×18

1

1

1

2

2

23

3

3

4

4

45

5

56

6

67

7

7

機器名 製造者 型式
製造年
月日 定格等 数量 用途等

三極単投断路器

避雷器

三極単投真空しゃ断器

三相計器用変圧器

三相進用コンデンサー

三相進相用コンデンサー用
高圧気中負荷開閉器

150KVA三相油入変圧器

75KVA単相油入変圧器

50KVAスコット
結線乾式変圧器

東芝

東芝

東芝

東芝

東芝

東芝

東芝

東芝

東芝

DT-6G10

RVLFC-6B

VG-10

VT-E6AP1

BRTR-A6J1R

LKV2-FH

HCT

HC

50KVA

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

S54.3

7.2KV,200A

8.4KV

7.2KV,400A

6.6KV,110A
(レジンモールド形)

6.6KV,20KVA

7.2,100A
(手動はずし)

5.7,210V
（キュービクル収納型）

5.7,210/105V
（キュービクル収納型）

200V,105V×2

3

3

3

1

1

1

1

1

2

高圧引込盤、75KVA変圧器NO.1低圧
電灯盤、75KVA変圧器NO.2低圧電灯盤

高圧引込盤

受電しゃ断器盤、配電しゃ断器盤

受電しゃ断器盤

150KVA変圧器盤

75KVA変圧器NO.1低圧電灯盤、
75KVA変圧器No.2低圧電灯盤

受電しゃ断器盤

受電しゃ断器盤

50KVA変圧器NO.3低圧電灯盤（スコット）

既設機器　仕様など

電気室関連　更新工事概要

1.電気室受変電盤、低圧配電盤の更新工事を行う。

2.上記更新に伴う、配電盤一次、二次既設配線の接続替えを含む、

　特記無き配線は既設再利用とし、不足分については適宜新設、接続を行う。

3.既設配線ダクト、ｹｰﾌﾞﾙﾗｯｸは既設再利用とする、配線ダクトなど更新工事に

　支障ある部分は、本工事にて取外し再取付とする。

4.中央監視、警報など今回更新に関わる設定の調整、試験も本工事とする。

　配線や機器は既設再利用とする。

5.今回更新工事は、停電工事を伴うため、事前に既設状況は充分に調査を行い、

　更新後の防災機器や、中央監視含め運営に支障ないよう施工する事。

6.接地線、接地極は原則既設再利用とする、着工前や工事中の確認において

　規定値など異常が有る場合は、主任技術者と協議しその指示による。

1

2

3

4

5

6

7

8

ｹｰﾌﾞﾙﾀﾞｸﾄ

改修前　高圧配電盤　正面図　A：S=1/30 改修前　高圧配電盤　側面図　A：S=1/30

改修前　低圧配電盤　正面図　A：S=1/30

換気ファン　VF-50L
１φ100V　136W　4090ｍ3/ｈ

３φＴｒ　150Kva油入
ＨＣＴＲ-Ｓ1　6.3Kv/210V

1φＴｒ　75Kva油入・・2面
ＨＣＲ-Ｓ1　6.3Kv/210V/105V

3φスコットＴｒ　50Kva乾式
3φ220V/（1φ210V/105V）×2

改修前　低圧配電盤　側面図　A：S=1/30

改修前　高圧配電盤 ﾌﾞﾛｯｸ線図

　電灯盤NO.1へ
3φ-3W 6.6KV-50HZ

　動力盤へ
3φ-3W 6.6KV-50HZ

改修前　高圧配電盤 底板図

動力盤上部　ｹｰﾌﾞﾙ更新
電灯　6KV　CV14-3C
動力　6KV　CV14-3C

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

直流電源盤 　（ＤＣ1）

記号 名称　記号

改修前　低圧配電盤 底板図

改修前　低圧配電盤 ブロック線図
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改修　中央監視盤　点数・配線表　参考姿図

自

変圧器１次盤　MC3

動力盤　C1

引込盤　MC1

受電盤　MC2

動力盤　C1

受電盤　MC2

電灯盤　C2　NO.1

動力盤　C1

動力盤　C1

変圧器１次盤　MC3

動力盤　C1

受電盤　MC2

動力盤　C1

電灯盤　C2　NO.1

至

動力盤　C1

動力盤　C1

動力盤　C1

直流電源盤　D

中央監視盤

直流電源盤　LC

電灯盤　C2　NO.1

中央監視盤

直流電源盤　D

電灯盤　C2　NO.1

発電セット　G

消化設備　L

NV　CV　3C×14

600V　CV　3C×14

600V　CVV　3C×3.5

600V　CVV　4C×3.5

600V　CV　2C×8

600V　CV　2C×5.5

600V　CV　3C×5.5

600V　CV　2C×3.5

600V　CV　3C×3.5

600V　CV　2C×3.5

600V　CV　3C×3.5

600V　CVV　3C×3.5

600V　CVV　3C×3.5
600V　CVV　2C×3.5

600V　CVV　2C×3.5

600V　CVV　4C×3.5

２本

備考 自

引込盤　MC1

動力盤　C1

引込盤　MC1

電灯盤　C3 NO2

至

中央監視盤　

蓄電池盤　DC2

発電ピット　G

動力盤　C1

中央監視盤　K

燃料タンク　F1

電灯盤　C4　NO.3

電動タンパー

600V　CVV　5C×3.5

備考

動力盤　C1

中央監視盤　K

蓄電池盤　DC2

蓄電池盤　DC2

動力盤　C1

蓄電池盤　DC2

600V　CVV　7C×3.5

600V　CVV　3C×3.5

600V　FF　3C×150

600V　CVV　3C×5.5

600V　CVV　3C×3.5

600V　CVV　2C×3.5

600V　CVV　3C×3.5

600V　CV　2C×100

600V　CVV　6C×3.5

600V　CV　2C×3.5

発電セット　G

ケーブル番号

A42
X01

A42
X02

A45
X01

A45
X02

G04
C01

G04
Y01

G07
D01

G08
D01

G11
D01

G11
D02

G11
D03

G12
F01

G12
F02

G15
Y01

G15
Y02

G15
Y03

ケーブル番号

A08
V01

A08
C01

A16
D11

A16
D12

A16
D21

A16
D22

A17
Y11

A17
Y12

A17
Y21

A17
Y22

A17
Y31

A17
Y32

A27
E01

A29
X01

A29
X02

A31
X01

A37
X01

A29
X01 と同一

A29
X01 と同一

油面低下

充電器故障

線種 線種

4567

C1

MC1 MC2 MC3

1 2 3

8

C2C3C4
A BCD

9

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

1

2

3

4

5

6

7

9

8

名　称 台数
起動 停止 起動(RL)停止(GL)

運転操作(押ボタン) 運転表示(ランプ)

空調桟

ファンコンベクター

ロードヒーティング

浴槽

各居室

消火ポンプ

消火ポンプ受水槽

消火ポンプ口中水槽

排煙桟

浄化槽

冷凍庫　冷蔵庫

エレベーター

受変電　高圧盤

　〃　　動力盤

　〃　　電灯盤

直流電源盤

発電桟

温度表示計（別途）取付
電源スイッチ取付

温度デジタル表示ユニット30点用
（別途）取付
電源スイッチ、警報スイッチ取付

起動時移報接点（a接点）
２ヶ設ける。

起動時移報接点（a接点）
１ヶ設ける。

連絡用インターホン（別途）取付
位置表示2T(1F,2F)運転用キー
スイッチ取付スペース設ける

電力計（広角形,400kw）取替

電力計（広角形,150kw）取付

６

２

１

２

１

１

１

１

１

１

１

２

１

１

３

１

〇 〇 〇 〇

〇〇〇〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇 〇

〇(運転)

〇(受電)

〇(故障)〇(故障)

〇(水温)〇(水温) 〇(水温)

〇(室温)

〇(故障)〇(故障)

〇(減水)〇(減水)

〇(故障)〇(故障)

〇(満水)〇(満水)

〇(減水)
〇(満水)

〇(減水)
〇(満水)

〇(故障)〇(故障)

〇(故障)〇(故障)

〇(故障)〇(故障)

〇(故障)〇(故障)

〇(〃) 〇(〃)

〇(〃) 〇(〃)

〇(〃) 〇(〃)

〇(〃) 〇(〃) 〇(電力計)

〇(電力計)

故障異状
表示(OL)

故障異常
表示(B2)

計測 備　考

配線ピット

1,
90
0

200

350
既設　中央監視盤仕様

盤形式

電気方式

主幹器具

自立形（V）

A.C 100V
D.C 100V
MCB.2P20A RC 5KA
MCB.2P20A RC 5KA

引込盤　MC1 中央監視盤

受電盤　MC2 直流電源盤　D

直流電源盤　D 600V　CV　2C×5.5

動力盤　C1 直流電源盤　D 600V　CV　2C×5.5

受電盤　MC2

600V　CV　2C×5.5

中央監視盤

直流電源盤　D

中央監視盤　

中央監視盤　

中央監視盤　 600V　CVV　3C×3.5

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

発電セット　G

中央監視盤　K

600V　CVV　2C×3.5

600V　CVV　2C×3.5

600V　CV　2C×3.5

600V　CV　2C×3.5

と同一
G08
DO1

G11
D03

監視室

電気室

電気室ほか平面図　A1:S＝1/100

（電気室・中央監視室）

中央監視関連　改修工事概要
1.受変電更新に伴う改修工事を行う。
2.計測機器は受変電更新に伴い、ＷＨＭの更新を行う。
3.受変電更新に伴う警報、監視など配線接続替え、
　試験調整を行う。

中央監視盤　(株)宮城電機 
　'79年8月 W800*D400*H2150　

制御盤　2面　(株)宮城電機
    (W700+W700)*D400*H2150　

記号 名称　記号

操作・警報盤 
　　　W500*D400*H(700+1650)

中央監視制御盤 理水化学(株)

引込盤　　　（ＭＣ１）

受電盤　　　（ＭＣ２）

高圧分岐盤　（ＭＣ２）
(動力・電灯)　二段

動力配電盤　　（Ｃ１）

電灯配電盤 №1（Ｃ２）

電灯配電盤 №2（Ｃ３）

電灯配電盤 №3（Ｃ４）

ＶＣＴ(MOF）・ＤＳ盤

記号 名称　記号(姿図､寸法別図)

直流電源盤 　（ＤＣ1）

動力制御盤 中央監視盤

既設中央監視盤　姿図

既設中央監視　点数表

既設受電盤・配電盤　配線表 更新工事に伴いｹｰﾌﾞﾙの取外し、再取付を行う、接地線を含み、行先表示札の確認、取付を行う。

今回改修の受変電関係の試験調整、受変電ＷＨＭの交換を行う
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国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修工事 ２０２０年　６月

Ａ
０１

生活関係棟　地下１階平面図

生活関係棟　地下１階平面図　　Ｓ＝１／２００

Ｓ

①

Ａ

６，０００ ６，０００

３０，０００

６，０００ ６，０００ ６，０００

⑩ ⑪ ⑫ ⑬ ⑭ ⑮

４
，
５
０
０

６
，
０
０
０

１
８
，
０
０
０

３
，
０
０
０

４
，
５
０
０

４
，
５
０
０

７
，
５
０
０

７
，
５
０
０

７
，
５
０
０３
０
，
０
０
０

７
，
５
０
０

７
，
５
０
０

７
，
５
０
０

７，５００７，５００７，５００７，５００

３０，０００

３
，
０
０
０

６
，
０
０
０

１
，
５
０
０

４
，
５
０
０

３
，
０
０
０

６５０６，０００

３，０００３，０００３，０００３，０００

６，０００６，０００７，５００

３，０００３，０００

Ｏ
Ｇ

Ｈ

Ｇ

④

④③②

Ｃ
Ｆ

Ｅ
Ｄ

Ｂ

⑤

⑨

⑦⑤ ⑧７’６’５’

Ｉ
Ｉ
’

Ｋ
Ｊ
’

Ｊ

⑥

３
，
０
０
０

３
，
０
０
０

１
，
５
０
０

１
，
５
０
０

３
，
０
０
０

３
，
０
０
０

６
，
０
０
０

１
，
５
０
０

４
，
５
０
０

６
，
０
０
０

Ｅ
Ｎ

Ｅ
’

Ｆ

Ｏ

Ｆ
’

Ｇ
Ｇ
’

Ｑ
Ｈ

Ｈ
’

生活関係棟

管理研修棟

既存パイプフレームラック（床・壁に固定）の撤去（電気設備工事）に伴う
既存床・壁仕上げの一部補修

　①床仕上げ補修：
　　　既存　ビニル床タイル厚２．０（石綿成形板とみなす）　撤去
　　　ビニル床タイル厚２．０
　　　※補修範囲：　１．５ｍ×１．５ｍ程度

　②巾木補修：
　　　既存　ビニル巾木　Ｈ１００　撤去
　　　ビニル巾木　Ｈ１００
　　　※補修範囲：　Ｌ＝３．０ｍ程度

　③壁仕上げ補修：
　　　下地調整：　モルタル面　ＲＢ種
　　　ＥＰ（合成樹脂エマルションペイント塗り）：　Ｂ種
　　　※補修範囲：　６．６ｍ２程度
　　　※既存床・壁固定ボルト撤去後の穴埋め補修を含む

尚、いずれも具体的な補修範囲及び位置についての詳細は、現場合わせによる。
　

配電盤撤去新設（電気設備工事）に伴う配線トラフ蓋の一部撤去新設
※詳細は雑詳細図による。
　

　： 改修建具

※改修内容は建具表による。

■改修建具　凡例

宿泊棟

＊＊
＊＊

ＳＤ
１５

ＳＤ
７

配電盤撤去新設（電気設備工事）に伴う既存床仕上げの一部補修

　①床仕上げ補修：
　　　既存　ビニル床タイル厚２．０（石綿成形板とみなす）　撤去
　　　ビニル床タイル厚２．０
　　　※補修範囲：　４．８ｍ×２．７ｍ程度　（配電盤撤去新設範囲）

具体的な補修範囲及び位置についての詳細は、現場合わせによる。
　

星の湯

ＥＸＰ．Ｊ

ＥＸＰ．Ｊ

ＥＸＰ．Ｊ

脱衣室

踏込

スロープ

廊下

クラフト室

消火栓用受水槽
ピット

ポンプ室

スキー庫
前室

あるくスキー
（靴乾燥室） 服乾燥室

廊下
（６）

濾過室

ランドリー
ルーム

倉庫ピロティー

風除室
（２）

ＥＰＳ

ホール（４）

焼却炉室

塵芥置場
（２）

廊下
（５）

廊下（５）

空調機械室

ＥＰＳ
中央機械室

ＣＨ

歩くスキー庫

ピット
監視室

電気室

休憩室

廊下
（４）

塵芥置場
　　（１）

工作室ハロゲン
ボンベ室

電気
備品庫

自家発電機室

倉庫（３） 浴室 脱衣
　室湯沸室

男子便所

女子便所
ＤＳ
ＰＳ

（現）
女子便所

（現）
男子便所

スキー庫

工作室 食品倉庫

廊下（３）

ホール（５）

ＥＬＶ

スキー庫

冷凍
機械室 冷蔵庫室

倉庫
（２）

冷凍庫室

倉庫（１）

車　庫

事業課
書庫

押入

（厨）Ａ休養室

（厨）Ｂ休養室

押入

押入

（現）休養室

会計係
書庫

庶務係
書庫

現業員室

Ｅ階段

プレイホール

女子
便所

男子
便所

ホール

Ｄ階段

放送室

塵芥
置場

空調
機械室 倉庫 減圧弁室

※既存不具合に関する改修

※電気設備工事の資材搬出入に伴う改修

既存床コンクリート割裂破損部の補修

　①床コンクリート破損部補修：
　　　脆弱部を除去、清掃し、プライマー塗布の上、エポキシ樹脂モル
　　　タルを充填し、金ごてで平滑に仕上げる。
　　　※補修範囲：　０．１ｍ２程度

具体的な補修範囲及び位置についての詳細は、現場合わせによる。
　

Ａ３：Ｓ＝１／４００

Ａ１：Ｓ＝１／２００
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Ａ１：

Ａ３：

国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修工事 ２０２０年　６月

Ａ建具表・雑詳細図

ＳＤ
７

　×　１

１Ｆ：　ホール（５）

※姿図（Ｓ＝１／５０）は室外側を示す。※姿図（Ｓ＝１／５０）は室外側を示す。

（既存）　ランマ排煙外倒し窓　及び　両袖嵌め殺し窓　付き　両開き框戸 （改修）　ランマ排煙外倒し窓　及び　両袖嵌め殺し窓　付き　両開き框戸　　※カバー工法改修

※既存枠（三方）のみを残して全て撤去し、カバー工法にて改修する。
　残置の既存枠（三方）は塗装改修する。

ＳＤ／７　カバー工法　改修詳細図

５
２

５

Ｓ
Ｄ

／
７

　
既

存
　

Ｗ
＝

２
，

５
８

５

ＭＣＭＣ

２
，

０
０

０

４
６

５

Ｓ
Ｄ

／
７

　
既

存
　

Ｗ
＝

２
，

５
８

５

Ｓ
Ｄ

／
７

　
改

修
　

Ｗ
＝

２
，

５
２

５

２
，

０
０

０

Ｓ＝１／５

（既存）　スチール

（既存）　扉４０　枠１００

（既存）　ＯＰ

（既存）　本締り錠、ステンレス取手（Ｌ６００／両面）、フロアヒンジ、上下フランス落し、

（既存）　－

（既存）　框戸・袖：　線入り磨き板ガラス厚６．８、ランマ：　透明ガラス厚５

（改修）　スチール

（既存）　扉４０　枠１００

（改修）　本締り錠、ステンレス取手（Ｌ６００／両面）、フロアヒンジ、上下フランス落し、

　　　　　排煙ラッチ（手動式）、他付属金物一式 　　　　　ワンタッチ式手動開放装置、他付属金物一式

（改修）　框戸・袖：　強化ガラス厚８、ランマ：　強化ガラス厚５

（改修）　ＤＰ（耐候性塗料塗り）

（改修）　－

（
既
存
Ｈ
）

（
既
存
Ｈ
）

（既存Ｗ） （既存Ｗ）

ＦＩＸＦＩＸ ＦＩＸ ＦＩＸ
ＦＬ±０ ＦＬ±０

数　　量

使用箇所

型　　式

姿　　図

材　　質

見　　込

金　　物

硝　　子

仕　　上

摘　　要

　既存枠（三方）のみを
残して全て撤去
　残置の既存枠（三方）は
塗装改修　ＤＰ（※注１）

カバー工法改修
（※注２） 外倒し回転角度α：

９０°≧α≧４５°

ワンタッチ式
手動開放装置

※姿図（Ｓ＝１／５０）は室外側を示す。

ＳＤ
１５

　×　１

１Ｆ：　電気室

（既存）　両開きフラッシュ戸

※フランス落しを撤去新設の上、扉の建付け調整を行う。

（既存）　スチール

（既存）　扉４０　枠１２０

（既存）　－

（既存）　ＯＰ

（既存）　モノロック、ステンレス丁番、上下フランス落し、ドアチェック、他付属金物一式

（既存）　常時閉鎖式甲種防火戸

ＦＬ±０

　フランス落しを撤去新設
（扉の建付け調整共）

ＭＣ

ＭＣ

■（既存）　ＳＤ／７　撤去要領ほか　詳細図　　Ｓ＝１／５ ■（改修）　ＳＤ／７　カバー工法改修要領ほか　詳細図　　Ｓ＝１／５

　：
ＭＣ

／ＭＣ モルタルカッター入れ

（既存）　断面詳細図　　Ｓ＝１／５ （既存）　平面詳細図　　Ｓ＝１／５ （改修）　断面詳細図　　Ｓ＝１／５ （改修）　平面詳細図　　Ｓ＝１／５

９７０

ＳＤ／７　既存　Ｗ＝３，８４０

１，８００

９１０

ＳＤ／７　既存　Ｗ＝３，８４０

ＳＤ／７　改修　Ｗ＝３，７２０

１，８００

既存　外壁取合いシーリング
２０×１０（三方）　撤去

外壁取合いシーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

シーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

シーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

既存　外壁取合いシーリング
２０×１０（三方）　撤去

外壁取合いシーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

シーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

シーリング
ＭＳ－２　２０×１０（三方）

既存　フロアヒンジ　撤去 フロアヒンジ

※注３）　磁器質タイル（三丁掛平）の撤去新設範囲Ｗ６００は目安とし、既存の割付け位置により適宜調整のこと。

（
※

注
３

）

（
※

注
３

）

既存　磁器質タイル（三丁掛平）　撤去
※下地モルタル共厚３０
（※注３）

磁器質タイル（三丁掛平）
※下地モルタル共厚３０
（※注３）

既存　磁器質タイル（三丁掛平）　撤去
※下地モルタル共厚３０
（※注３）

磁器質タイル（三丁掛平）
※下地モルタル共厚３０
（※注３）

　既存枠（三方）のみを
残して全て撤去
　残置の既存枠（三方）は
塗装改修　ＤＰ（※注１）

カバー工法改修
（※注２）

既存　配電盤　全幅Ｗ＝４，４００

新設　配電盤　全幅Ｗ＝４，６００

配線トラフ蓋　　撤去・新設　詳細図 Ｓ＝１／２０・１／２

配線トラフ蓋
Ｗ６５０×Ｌ５６５

配線トラフ蓋
Ｗ３５０×Ｌ４８５

既存　配線トラフ蓋
Ｗ６５０×Ｌ６６５　撤去

既存　配線トラフ蓋
Ｗ３５０×Ｌ５８５　撤去

■配線トラフ蓋　詳細図　　Ｓ＝１／２

■配線トラフ蓋　改修要領図　　Ｓ＝１／２０

※配電盤の撤去新設は、
　電気設備工事による。

（Ｗ６５０・Ｗ３５０）

（Ｗ６００・Ｗ３００）

床仕上げ材：
ビニル床タイル　厚２．０

配線トラフ蓋：
ステンレス　ＦＢ－２５×３　ＨＬ　（四方）
スチール　ＰＬ－４．５　ＳＯＰ（※注４）

既存トラフ枠：
ステンレス　ＦＢ－２５×７　ＨＬ
スチール　Ｌ－５０×５０×４　ＯＰ
※既存のまま

　　・下地調整：　亜鉛めっき鋼面　ＲＣ種　（但し、工程３に代えて油類除去（溶剤ぶき）を行う）

　　・ＤＰ（耐候性塗料塗り）：　亜鉛めっき鋼面　Ｃ種（上塗り：１級）

※注２）　新設鋼製建具の塗装仕様は、特記無き限り、下記による。

　　・下地調整：　亜鉛めっき鋼面　ＲＢ種（３種ケレンＢ）

　　・ＤＰ（耐候性塗料塗り）：　亜鉛めっき鋼面　Ｂ種（上塗り：１級）

※注１）　既存鋼製建具の塗装改修仕様は、特記無き限り、下記による。

※注４）　配線トラフ蓋の鉄部の塗装仕様は、特記無き限り、下記による。

　　・下地調整：　鉄鋼面　ＲＡ種　（但し、工程１を省略する）

　　・錆止め塗料：　鉄鋼面　Ａ種

　　・錆止め塗料塗り：　鉄鋼面　Ａ種

　　・ＳＯＰ（合成樹脂調合ペイント塗り）：　鉄鋼面　Ｂ種　（但し、工程１を省略する）

０２
Ｓ＝図示

Ｓ＝図示／２
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生活関係棟　地下１階平面図　　Ｓ＝１／２００
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一級建築士事務所　第２７０１号
一級建築士登録　第１７５６３７号

高　橋　　智

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

施設管理室長財務課長 係　長 主　任 担　当

設計業務名

図面名称

工事名称

独立行政法人　国立青少年教育振興機構
国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修設計業務

独立行政法人　国立青少年教育振興機構

図番縮尺

作成年月

Ａ１：

Ａ３：

国立花山青少年自然の家　受変電設備等改修工事 ２０２０年　６月

Ｓ＝１／２００

Ｓ＝１／４００

Ａ
０３

仮設計画図

置場
廃材

仮設
発電機

交通誘導員

仮設間仕切り
及び
仮設間仕切り扉

及び
仮設間仕切り扉

仮設間仕切り

　： 脚立足場

　： 仮設間仕切り

※直列　Ｈ＝１．８ｍ

※Ａ種　（軽鉄壁下地ｗ６５＋ＰＢ　厚９．５（両面張り））

　： 仮設間仕切り扉

※Ｈ＝２，６００　（床から天井まで）

※仕上げ無し

※内部グラスウール充填　ｔ６５　２４ｋｇ／ｍ３　程度

※木製フラッシュ戸　（合板張り程度）

　： 床養生

※両開き戸　Ｗ１．８ｍ×Ｈ２．１ｍ　以上

※施錠付き

■仮設　工事凡例

　： 作業員動線　・　資材等搬出入動線

※カラーコーン　＋　バー

　： 交通誘導員

※必要に応じ、適宜設置

仮囲い　：

　　を踏まえて適切に設置すること。

　　仮設表示等を適宜行うこと。

１．仮設間仕切りについては、施設管理者と協議の上、可能な限りその要望

２．仮設間仕切りの設置に伴い、施設の運営に支障をきたす場合は、必要な

　　工事期間を通じて、必要な人工を見込むこと。

　　既存同等に復旧することとし、必要な補修等は行うこと。

３．その他、必要な仮設を適宜設置すること。尚、仮設材撤去後の状態は、

５．交通誘導員は、施工時、資材搬出入時、その他必要に応じて設置のこと。

４．廃材置場の図示位置は参考程度とし、現場において施設管理者と協議の

　　上、可能な限り施設運営に支障のない位置に設置すること。

※ビニルシート、合板等

※清掃範囲に同じ


